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１．循環器病の予防や正しい知識の普及啓発 ２．保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実

３．循環器病の研究推進
○ 循環器病の病態解明、新たな診断技術や治療法の
開発、リハビリテーション等に関する方法に資する
研究開発の推進

○ 科学的根拠に基づいた政策を立案し、循環器病対
策を効果的に進めるための研究の推進

○ 循環器病の発症予防及び重症化予防
○ 子どもの頃からの国民への循環器病に関する正し
い知識（循環器病の予防、発症早期の適切な対応、
重症化予防、後遺症等）の普及啓発の推進

○ 循環器病に対する国民の認知度等の実態把握

① 循環器病を予防する健診の普及や取組の推進

② 救急搬送体制の整備

③ 救急医療の確保をはじめとした循環器病に係る医療提供体制の構築

④ リハビリテーション等の取組

⑤ 循環器病の後遺症を有する者に対する支援

⑥ 循環器病の緩和ケア

⑦ 社会連携に基づく循環器病対策・循環器病患者支援

⑧ 治療と仕事の両立支援・就労支援

⑨ 小児期・若年期から配慮が必要な循環器病への対策

⑩ 循環器病に関する適切な情報提供・相談支援

（１）関係者等の有機的連携・協力の更なる強化
（２）他の疾患等に係る対策との連携
（３）感染症発生・まん延時や災害時等の有事を見据えた対策

第２期循環器病対策推進基本計画（令和５年３月28日閣議決定） 概要

個別施策

循環器病対策の総合的かつ計画的な推進の確保のために必要な事項

2040年までに３年以上の健康寿命の延伸及び循環器病の年齢調整死亡率の減少全体目標

啓発・予防
(一次予防、二次予防、三次予防) 急性期 回復期～慢性期

再発・合併症・重症化予防

＜循環器病の特徴と対策＞

循環器病：脳卒中・心臓病その他の循環器病

生活期・維持期

（４）都道府県による計画の策定
（５）必要な財政措置の実施及び予算の効率化・重点化
（６）基本計画の評価・見直し

【基盤】循環器病の診療情報の収集・提供体制の整備 循環器病の診療情報を収集・活用する公的な枠組みの構築
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第２期循環器病対策推進基本計画の中間評価の進め方

中間評価について、全体目標と個別施策について、以下のとおり分析・評価を進めることとする。

あわせて、都道府県の循環器病対策の進捗状況の公表、好事例の横展開を推進する。

①全体目標について
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• 2040年に向けた健康寿命の延伸の進捗状況を評価（令和６年度に公表済）

• 2040年に向けた循環器病の男女別の年齢調整死亡率の減少の進捗状況を評価

②個別施策について

• 第８次医療計画の策定指針で定めている指標例を基に、①循環器病の予防や正しい知識の普及啓発、②保健、医療及び福祉に係る
サービスの提供体制の充実、③循環器病の研究推進のそれぞれの項目において、重点的に評価する指標（コア指標）を選定し、メリ

ハリを付けてわかりやすく分析・評価する。

• 各施策に関する関係課室・省庁等の取組状況の把握を行う。

• 都道府県ごとの循環器病対策の進捗状況を評価するため、都道府県ごとに評価可能な指標については、可能な限り測定・公表をして
いるところ、今後、都道府県の循環器病対策を見える化しながら、地域の実情に応じたより良い取組の横展開を進める。

③都道府県ごとの循環器病対策の進捗状況の測定・公表と好事例の横展開の推進

• コア指標については、中間評価前（令和７年度夏頃）の協議会で指標案を示し、議論を行うこととする。

• その他、必要な検討課題（「脳卒中・心臓病等総合支援センター」のあり方等）について、個別に議論を行うこととする。

今後の進め方

令和７年６月18日第14回循環器病対策推進協議会
資料１-１



脳卒中に関する指標について

脳卒中に関する指標は全部で32指標となり、うちコア指標（色付）は11指標となる。
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令和７年10月17日第15回循環器病対策推進協議会
資料１より一部改変



心血管疾患に関する指標について

心血管疾患に関する指標は全部で29指標となり、うちコア指標（色付） は８指標となる。
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令和７年10月17日第15回循環器病対策推進協議会
資料１より一部改変



第２期循環器病対策推進協議会の検討スケジュール（案）

令和８年夏以降令和８年４月2 4日令和７年1 0月 1 7日令和７年６月1 8日

第17回
○第２期循環器病対策推進基

本計画の中間評価のとりま

とめ

等

第16回
○第２期循環器病対策推進基

本計画の中間評価報告書

（案）

○循環器病対策総合推進事業

について（国立循環器病研

究センターより）

等

第15回

○コア指標の選定および今後

の中間評価の進め方につい

て

○脳卒中・心臓病等総合支援

センターの在り方について

等

第14回
○第２期循環器病対策推進基

本計画の中間評価の進め方

について

○コア指標の選定について

協議会

総合

支援

委員会

中
間
評
価
報
告
書
及
び
概
要

公
表

第７回（令和７年９月4日）
・モデル事業の実績報告
・整備指針の策定方針（案） 等

本日の骨子（案）の議論を踏まえて、令和８年夏以降に中間評価のとりまとめの議論を進めたい。
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令和７年10月17日第15回循環器病対策推進協議会
資料１より一部改変



第２期循環器病対策推進基本計画中間評価作成の流れ

○第２期循環器病対策推進基本計画にある施策に対して実施した「具体的な取組」、「今後予定している取組」を記載した取組

一覧シートと指標結果一覧シートをもとに、取組に対する評価点・改善点を特定する。

【取組一覧】 【指標結果一覧】

【意見入力シート】
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第２期循環器病対策推進基本計画中間評価作成の流れ

【中間評価報告書（案）】

○循環器病対策推進協議会委員から事前に集めた意見を参考に、コア指標を中心とした中間評価報告書（案）を作成する。

〇循環器病対策推進協議会で中間評価（案）を見直すにあたり、「循環器病対策推進協議会として関係学会・団体等と連携してさらに

推進が必要と考える事項」を中心に議論を行う。

【意見入力シート】
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【参考資料７ 第２期循環器病対策推進基本計画中間評価 委員意見一覧】

第２期基本計画中に
さらに取組が必要と

するご意見

上記ご意見
＋

次期基本計画見直し
等に向けてのご意見



第２期循環器病対策推進基本計画中間評価の方法について（報告書イメージ）
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１. 個別施策
（１）循環器病の予防や正しい知識の普及啓発

対応（案）

• 中間評価報告書では、初めに全体目標の測定値及び進捗状況の評価を記載し、個別施策の進捗状況を評価してはどうか。

• 指標の測定値については、第１期策定時点、第２期策定時点と中間評価時点のデータ*を示してはどうか。

• 「進捗状況の評価」では、施策に関連する指標の測定値の推移や施策の取組内容を踏まえた評価、今後予定している取組を記載してはどうか。

• 上記を踏まえて、「循環器病対策推進協議会として関係学会・団体等と連携してさらに推進が必要と考える事項」を記載してはどうか。

【全体目標】

法の基本理念に照らし、次に掲げる「循環器病の予防や正しい知識の普及啓

発」、「保健、医療及び福祉に係るサービスの提供体制の充実」及び「循環器

病の研究推進」の３つの目標を達成することにより、「2040年までに３年以上
の健康寿命の延伸及び循環器病の年齢調整死亡率の減少」を目指す。

＜進捗状況の評価＞
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

※一部抜粋（例）

＜進捗状況の評価＞
～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～

＜循環器病対策推進協議会として関係学会・団体等と連携してさらに推進が必要と考
える事項＞
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

回復期及び慢性期にも再発や増悪を来しやすいといった循環器病の疾患上の

特徴に鑑み、循環器病の発症予防及び合併症の発症や症状の進展等の再発予

防・重症化予防に重点を置いた対策を推進する。循環器病の予防には、生活習

慣等に対する国民の意識と行動の変容が必要であることから、国民に対し、循

環器病とその多様な後遺症に関する十分かつ的確な情報提供を行うとともに、

発症後早期の対応やその必要性に関する知識の普及啓発も行うことで、効果的

な循環器病対策を進める。

※一部抜粋（例）

*指標によっては、３つの時点の値が揃っていない場合もある。

＜取り組むべき施策＞
（基本計画より抜粋）～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～


